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実証事業の種類 収益性改善の実証事業





1 . 目的

鹿児島県においては、定置漁業 23ヵ統（うち大型 17ヵ統、小型 6ヵ統）が営まれてお

り、平成 24年度生産量は 6,203トンで県内海面漁業生産量 86989トンの約 7%を占めてい

るが、他の海面漁業と同様に定置漁業についても水揚量は減少の一途を辿っている。

そうした中、肝付地域（高山地区・内之浦地区）では、長い海岸線を利用し定置漁業を中心

に、まき網、養殖漁業、伊勢海老網等の多種多様な漁業が営まれている。そのうち、大・小型

定置漁業（浮き式）は 9ヵ統が営まれており、夏場の台風の影響を受けるものの、 一年を通し

て安定した生産活動が行われており、地元水産物の安定的な供給源や新規就業者の雇用の受け

皿となっている。

しかしながら、魚価安、漁網等資材価格の高騰等により定置漁業の経営は総じて厳しい状況

にあり、十分な資本投下がままならず、漁網の老朽化等による漁獲機会の著しい損失が生じて

いる。更に、漁船・漁労設備の老朽化により、漁獲物の適切な処理もままならず、魚価の低迷、

経営収支の悪化が顕在化している。こうした中、近年においては、 一本釣漁業者等の減少・高

齢化が急速に進む一方で定置漁業の生産力が見直されるなど、定置漁業を取り巻く環境に変化

が出ている。

そこで、本計画は、大型定置漁業を対象として、 一段箱網の導入による生産効率の向上、ツ

インキャプスタンやネットホーラー・ネットブロックを備えた改革型漁船の導入による揚網・

網替え作業の省人・省力化、洗網放水銃の導入や防藻加工による網の保守管理強化・生産性向

上、金庫網（蓄養生賛兼用）の導入による天候の推移と需要の見通しに応じた出荷及び活魚出

荷の実施による魚価向上、などに取り組むことにより、低コスト・高収益型の操業形態への転

換を図り、当地域における中核的漁業として再生することを目指すものである。

2.地域の概要等

( 1 ）地域の概要

鹿児島県は、日本本土の西南部に位置

し、その総面積は全国 10位の約 9,189

平方キロメートルに及び、種子島、屋久

島、奄美群島をはじめとする多くの離島

は、本県総面積の 27%と大きな比重を

占めている。

気候区は温帯から亜熱帯に至り、全国

の中でも平均気温が高く、温暖な気候に

恵まれている。

また、 2,643キロメートルの長い海岸

線を持ち、太平洋と東シナ海に固まれた

南北約 600キロメートルにわたる広大

な県本土を有しており、昔からかつお・

まぐろの遠洋漁業をはじめとし漁業が盛

んである。
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図1：鹿児島県の県土
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この鹿児島県の大隅半島に位置し志布志湾、内之浦湾に面する肝付町は、平成 17年 7月、高

山町と内之浦町が合併し誕生した。総面積は 308.15平方キロメートルと広大で、地勢は林野地

帯・畑地帯・水田地帯に大別され、北西部は笠野原台地（シラス台地）や肝属平野が広がり、

約 2,500ヘクタールからなる水田・畑作地帯及び市街地等を形成している。

また、南東部は急峻な山脈がそのまま太平洋に落ち込む美しい海岸線が 50キロメートルに及

び、豊かな海の資源を育み漁業も盛んである。定置漁業、巻き網漁業を中心に、伊勢エビ刺網

漁業、 一本釣り漁業、魚類養殖業が営まれ、町内漁獲高（平成 24年度）は 7億 l千万円となっ

ている。（図 1) 

( 2 ）高山地域の定置漁業の概要

高山地域を組合地区とする高山漁協は、鹿児島県の志布志湾奥に位置し、東西7キ口、南北

3キロの共同漁業権を有しており、海岸線は岩礁地帯であり、地先漁場における定置漁業・刺

網漁業・ 一本釣り漁業等を組み合わせた複合漁業や魚類養殖業が営まれている。平成 24年度の

水揚実績は 786トン、 307299千円で、主な魚種はアジ類、カマス、ブリ類、タイ類等である。

定置漁業は、大・小合わせて 9ヵ統が営まれており、うち 2ヵ統は高山漁協自営の大型定置漁

業であり、 7隻の船団構成（主力船 1隻、補助船 1隻、船外機船 3隻、網運搬船 2隻）により

操業を行っている。組合地区内の水揚げに占める当自営定置漁業の割合は水揚量で 61%（図 2）、

水揚金額で24 % （図 3）であり、地元への水産物の供給源として、また雇用の受け皿として

重要な役割を担っている。

合計： 78 6トン

図2.平成 24年度の高山地域の漁業種類別漁獲量

（単位：トン）
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養殖漁業，
183,525 

一本釣り，

合計： 307, 299千円

図3：平成 24年度の高山地域の漁業種類別漁獲金額

（単位：千円）



当地域は、高水温の黒潮の影響もあってか、網や側ロープ等に藻類や貝類が年間を通じて多

く付着するため、網替え作業、側ロープの付着物の除去等、定置網の保守管理作業に時間と労

力がかかり、新たな資本投下もままならない中で、全体的に負の連鎖に陥っており、新たな生

産・流通体制に取り組む余力がない状況にある。

当該定置網の漁獲物は、当漁協市場に水揚げされ、その全量が地元仲買業者による入札によ

り九州内外の大都市消費地市場へ出荷されている。地元肝付町は、人口減少と少子高齢化が進

んでおり、地元需要の増加・定着も見込めない状況にある。また、主要魚種であるアジ等が l

日に多量に水揚げされると、市場価格が大幅に下落する状況が続いており、販路開拓が大きな

課題となっている。

これらの状況に加え、近年の魚価の低迷、漁船・漁網の修繕費等の維持管理費の増蕎等、厳

しい漁業経営を強いられている。

鹿児島県内には大型定置漁業の経営体が 17経営体（20ヵ統）あり、うち肝付町内には当漁

協を含め 9経営体 (10ヵ統）が操業しているが、いずれの経営体も厳しい状況を脱却できない

状況に陥っている。

そこで、漁業構造改革総合対策事業を活用し、地域の中核漁業である大型定置漁業を将来に

亘って継続可能なものとする収益性重視の操業・生産体制への転換を図ることが当地域にとっ

て喫緊の課題となっている。

合計： 48 5トン 合計： 94, 330千円

21 
26,303 

カマ

イカ，

2,645 
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図 4平成 24年度高山地域の大型定置網の魚種別漁獲量｜図5：平成24年度高山地域の大型定置網の魚種別漁獲金額

（単位 ：トン） ｜ （単位・千円）
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（単位：千円）
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警合，ョ長 図 6：高山地域の過去 10年間の水揚高推移

3.計画内容

( 1 ）参加者名簿

① 地域協議会

分野 所属機関名

漁業団体 鹿児島県漁業協同組合連合会

学識 鹿児島大学水産学部

学識
独立行政法人水産総合研究センター

中央水産研究所

行政 鹿児島県水産振興課

行政 鹿児島県水産技術開発センター

行政 鹿児島県大隅地域振興局 農林水産部

行政 肝付町林務水産課

漁網 ホクモウ株式会社

金融 鹿児島県信用漁業協同組合連合会

金融 日本政策金融公庫熊本支店

漁業者 高山漁業協同組合

役職

代表理事副会長

教授

主任研究員

課長

所長

林務水産課長

課長

所長

専務理事

林業水産課長

代表理事組合長
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・漁協水揚高

・自営定置水揚高

氏名 備考

梅北宜克

不破 茂

桟 敷孝 浩

吉 原 芳 文 役職指定

柳 原 重 臣 If 

栗巣 憲一郎 ／／ 

前 原 尚 文
” 

亀井 恒彦

田代強

前 田 美 幸

谷 山 久 男



② 定置漁業改革部会

分野 所属機関名 役職 氏名 備考

漁業団体 鹿児島県漁業協同組合連合会 常務理事 鬼丸羊一

行政 鹿児島県水産技術開発センター 資源管理部長 東 剛志 役職指定

行政 鹿児島県大隅地域振興局 林務水産課 水産係長 加塩 信広

行政 肝付町林務水産課 課長補佐 小森勝洋

漁網 ホクモウ株式会社 下関営業所 川崎 貴洋

流通 鹿児島県漁業協同組合連合会 営業部長 宮内和一郎

学識
独立行政法人水産総合研究センター 主任研究員

桟 敷 孝 浩
中央水産研究所

販売 株式会社宮崎魚市場 副社長 下 野和 文

漁業者 高山漁業協同組合 代表理事組合長 谷山久男

漁業者 " 筆頭理事 下山次男

漁業者 高山漁協自営部 船頭 原 崎昭 広

漁業者 高山漁協自営部 副船頭 山崎順一郎

③ 事務局

所属機関名 役職 氏名 備考

肝付町林務水産課 林務水産課 大 田 広 幸

大隅地域振興局林務水産課 技術主査 槙島光次郎

鹿児島県漁業協同組合連合会 漁政担当部長 吉松 正信

鹿児島県漁業協同組合連合会 漁政対策課長 久 保 賢 明

鹿児島県漁業協同組合連合会 漁政対策課 寺田賢人

高山漁業協同組合 会計主任 谷山浩貴

" 木原 徳彦
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(2）改革のコンセプ卜

当地域では、高水温の黒潮の影響もあって、漁具への赤フジツボ等の附着・成長による被害

が常態化し、定置漁業の操業の大きな障害となっている。また、漁船の性能不足から、操業に

は多くの人員を要し、網の入替作業に遅れが生じることで付着生物はさらに増大し、生産性を

大きく低下させている。更に、これが作業の重労働化・長時間化につながり、新たな資本投下

もままならない中で、全体的に負の連鎖に陥っており、また、流通販売を地元仲買業者に任せ

ざるを得ない状況の下で、新たな生産・流通体制に取り組む余力がない状況にある。

そこで、当プロジェクトの改革計画では、赤フジツボ等の付着生物による網の汚れに対応し

た漁具設計を取り入れることで網管理作業を軽減し、生産性の高い操業体制への転換を図る。

また、改革型漁船を導入し、操業・網入替などの作業性や安全性を向上することで労働環境

の改善を行うとともに、省人化による経費の節減に取り組む。更に、省力化・省人化により創

出された時間・人員を新たな流通・販売体制の構築に投じることにより、金庫網（蓄養生賛兼

用）による天候の推移と需要の見通しに応じた出荷や高鮮度化・高付加価値化によるブランド

化の取組など、戦略的な流通・販売体制の構築に取り組む。

＜生産に関する事項＞

A 生産性の向上に適した網型の導入

• 2ヵ統の定置網のうち 1ヵ統に、一段落とし網型の導入、網目合の拡大、両漁場共通設計の金庫

網（蓄養生賛兼用）の導入を行うことにより、生産性の向上を図る。

B 網の保守管理作業の軽減

－洗網放水銃の導入、網の防藻加工処理、側や碇綱に付着生物を抑制する加工（シース加工）や素

材の採用を行うことで、網の保守管理作業の軽減を図る。

c 近代的な漁労機器を搭載した漁船の導入

－漁船の大型化（24m×5.5m→25m×5. 8m）、ツインキャプスタン4台の導入、ネットホーラー・

ネットブロックの導入、クレーン 2台の導入を行うことで、作業船の削減並びに操業時及び網交

換時の乗組員数の削減を図る。

D 省エネ型漁船の導入

－ノン・ハブ・ボルテックスプロペラの採用、パルパスパウの採用、油圧回路エコ仕様の採用を行

うことにより、燃油費の削減及び乗組員数の削減が図られる。

E 資源管理措置の実施

－網目合の拡大、小型のマダイ及びヒラメの再放流、マダイ、ヒラメ、カサゴの種苗放流、飯ヶ谷

漁場の夏期連続休漁を行うことで、不合理漁獲の抑制及び資源保護を図る。

F 乗組員の安全確保を重視した作業環境の整備

・デ、ッキ拡張船型の採用、フラットデ、ッキの採用、トイレの設置を行うことで、乗組員の作業環境

の整備を図る。

G 乗組員の安全性向上に向けた体制の構築

・ライフジャケット及びヘルメット等の着用、海上安全講習会の開催を行うことで、乗組員の安全

性の向上を図る。

・6-



H 新規就業者の安定的な確保対策

－漁業就業支援フェアへの出展、水産高校生の実習の受入を行うことで、新規就業者の安定的な確

保を図る。

I 乗組員の漁労技術の向上

－幹部乗組員の研修機関への派遣、漁労技術指導者の招轄を行うことで、乗組員の漁労技術の向上

を図る。

J 給与・福利厚生の改善

－固定給制への移行を行うことで、乗組員の給与・福利厚生の改善を図る。

＜流通・販売に関する項目＞

K 漁獲物の選別・出荷方法の改善

・スリットによる漁獲物のサイズ選別、紫外線殺菌装置の導入を行うことにより、水揚金額の増加

を図る。

L 漁獲物の販売方法の改善

・金庫網（蓄養生賓兼用）による販売対策、活魚出荷、仲買業者との連携強化、販売促進資材の作

成、未利用魚・低利用魚の加工原料販売を行うことで、水揚金額の増加を図る。

＜地域との連携・活性化に関する項目＞

M 地産地消の推進

－鮮魚市イベントでの直販、定期的な朝市の開催、移動販売車による鮮魚販売、小・中学生を対象

とした漁業体験・出前授業の実施を行うことで、地産地消の推進を図る。

＜支援措置（漁業構造改善推進事業その他国庫助成事業、制度資金）の活用に関する事項＞

① 生産に関する支援措置の活用

・もうかる漁業創設支援事業［国］

．漁業近代化資金

・日本政策金融公庫

② その他の支援措置の活用

－漁業就業者確保・育成対策事業［国］

－水産多面的機能発揮対策事業（地球環境保全）［国］
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( 3）改革の取組み内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

生産に関 生産性の 0網目が細かいため、潮に吹かれて網 A 生産性の向上に適した網型の導入 0金庫網（蓄養生賛兼用）を両漁場共通設計 資料編

する事項 向上に関 成りが変形しやすく、生産能力が低 く東風泊漁場＞ とすることで、漁具費の削減が図られる。 P. 3～4 

する事項 下している。 ①一段落とし網型の導入 0箱網の改良等による網容積の拡大が図ら

0潮流抵抗が大きく漁網の破損リス ②両漁場共通設計の金庫（蓄養生賛兼用） れる。

クが高い。 網の導入 0目合い拡大による網成りの変形の抑制が

③網目合の拡大 図られる。また、小型魚の不合理漁獲の抑

制にも貢献する。（取組B)

く飯ヶ谷漁場＞ 0金庫網の設置により、天候の推移と需要の

①三段落とし網を継続 見通しに応じた出荷・販売体制の構築が可

②両漁場共通設計の金庫（蓄養生賛兼用） 能となる。

網の導入

軽労化に 0大型定置網 2ヶ統は、 4本まきの環 B 網の保守管理作業の軽減 0網の防藻加工処理に伴い費用が増加する。 資料編

関する事 まき方式の網であり、網起こし・保 ①洗網放水銃の導入 ※防藻加工費： 7,000千円増 P. 5～7 

項 守管理に 21名を要している。 ，②網の防藻加工処理 0網替え作業回数の24%削減（年間74回→56

0網が藻類、貝類等の付着により非常 ③側や碇綱に付着生物を抑制する加工（シ 回）により、網替え作業の軽労化が図られ

に汚れやすく、頻繁に網替え・網掃 ース加工）や素材を採用する る。

除を行う必要がある。

0定置網の管理で最も大変な作業で

ある網替え作業に時間と作業負担

がかかり、乗組員の大きな負担とな

っている。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

生産に関 作業効率 0現在の網起こし漁船には、漁労機器 c 近代的な漁労機器等を搭載した漁船の導 0漁労機器の近代化とデ、ッキの拡張により、 資料編

する事項 の向上に としてシングルキャプスタンとデ 入 作業船の減船が図られる。 P. 8～ 

関する事 レッキ、クレーン 1台しか設置され ①漁船の大型化（24m×5.5m→25m× ※作業船 3隻減（7隻→4隻） 13 

項 ていないため、網起こし作業及び網 5. 8m) 0網起こし作業の効率化により作業労力の

替え作業に多くの人員・時間を要し ②ツインキャプスタン 4台の導入 低減、安全性の向上が図られる。

作業効率が悪い。 ③ネットホーラー・ネットブロックの導入 0操業時及び網交換時の乗組員数の削減が

④クレーン 2台の導入 図られる。

※乗組員数の削減： 21名→17名

※人件費： 10,422千円減

※販売経費の増加（取組L 5, 702千円）

0機器導入に伴い減価償却費のコスト増が

発生する。

省エネに 0現行漁船は、燃費や船速よりも安定 D 省エネ型漁船の導入 0漁労機器の近代化と主機の大型化に伴う 資料編

関する事 性を重視した古い船型であり、馬力 ①ノン・ハブ・ボルテックスプロペラの 燃油費の増加に対して、省エネ船型等の取 P. 14 

項 重視の旧式のエンジンを搭載して 採用 組により、燃油消費量の増加が最大限抑制

おり、燃費が悪い。 ②バルパスパウの採用 される。

③パウスラスターの採用 ※燃油費： 807千円（使用量 9,024L)増

④油圧回路エコ仕様の採用

資源管理 0箱網の目合いが細かいため、漁獲目 E j資源管理措置の実施 0目合拡大により、小型魚（旦アジ・いわし 資料編

の推進に 的としていない商品価値の低い小 1 ①目合の拡大 類）の不合理漁獲の抑制が図られる。 P. 16～ 

関する事 型魚や幼稚魚までも漁獲してしま ②マダイ（全長 15cm以下）及びヒラメ（全長 ※水揚金額 902千円（漁獲量 29トン）減 17 

I頁 つ。 25cm以下）の再放流 0マダイ等の再放流により、水揚金額が減少

0小型魚が混獲されることで、擦れや l③種苗（マダイ、ヒラメ、カサゴ）放流の する。

冷却効果の低下など漁獲魚の品質 実施 ※水揚金額： 344千円減

低下を招いている。 l④8～9月の問、飯ヶ谷漁場を連続網揚げ休 O飯ヶ谷漁場の夏期休漁により資源保護が

漁（継続実施） 図られる。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

安全性の 0狭い作業甲板（デ、ッキ）上が魚槽の F ：乗組員の安全確保を重視した作業環境の 0乗組員の事故防止とともに、万が一の事故 資料編

向上に関 蓋で凸凹している上に、漁獲物等に （整備 発生時にも迅速に対応できる体制が構築 P. 15 

する事項 より滑りやすい状態であり、転倒等 l①フラットデ、ッキの採用 される。

の事故の危険がある。 ：②トイレの設置 0安全に作業ができるようになるため、作業

0網替え作業等の長時間労働が多い 効率の向上が図られる。

にも拘わらずトイレが設置されて

いない。

0近隣で漁業者の遭難などの海難事 G 乗組員の安全性向上に向けた体制の構築 0ライフジャケット及びヘルメットの着用 資料編

故が発生している。 ①ライフジャケット及びヘルメット等の により、乗組員の安全性の向上が図られ P. 26 

0乗組員の安全に対する認知度は、総 着用 る。

体的に低い状況にある。 ②海上安全講習会の開催 0海上安全講習会の開催により、乗組員全員

の海上安全に対する認知度の向上が図ら

れる。

乗組員の 0当地域の定置漁業乗組員は、 40才 H 新規就業者の安定的な確保対策 0漁業就業者支援フェアへの継続的な出展 資料編

確保と育 以上が半数を占め、平均年齢は52 ①漁業就業支援フェアへの出展 により、新規就業者（他地域からの青年就 P. 27 

成に関す 歳であり、将来的に乗組員の安定確 ②水産高校生の実習の受入 業者やUターン就業者あるいは当地域内

る事項 保が懸念される状況にある。 一本釣り漁業者等の壮年就業者など）の受

入により、段階的な乗組員の更新が期待さ

れる。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

0漁業施設及び漁労装備の老朽化が 乗組員の漁労技術の向上 O幹部乗組員の研修機関への派遣により、掃、 資料編

進んでいる中で、乗組員の漁労技術 ①幹部乗組員の高度漁労技術の習得を目 労機器の操作技術の取得など定置漁業の P. 26 

が総体的に未熟であり、適切な漁労 的とした研修機関への派遣 漁労技術の習熟度が向上することで、効率

作業・保守作業が実施できていな ②漁網メーカー漁労技術指導者の招鴨に 的かっ適切な漁労作業の実施が図られる。

い。 よる定期的な現地漁労指導の実施（年 2 0漁網メーカー漁労技術指導者の招鴨・指導

回程度） により、乗組員全員に漁労技術の周知が図

られる。

0研修会・講習会等への派遣に伴い、経費が

増加する。

0乗組員の給与は完全歩合制で、社会 J 給与・福利厚生の改善 0乗組員の給与安定化により、乗組員の労働 資料編

保険の加入もないことから、青年就 ①現行の完全歩合給制を固定給制（各種手 意欲の向上が図られる。 P. 27 

業者の確保が困難な状況にある。 当制度の創設を含む。）へ移行 0新規青年就業希望者にとって就業しやす

②社会保険制度への加入 い就労環境が整備され、青年就業者の確保

が図られる。

流通・販 魚価の向 0漁獲物が、その価値や特性にかかわ K 漁獲物の選別・出荷方法の改善 0スリットによる船上選別の採用により、単 資料編

売に関す 上に関す らず、一緒に水揚げ、選別、出荷さ ①スリットによる漁獲物のサイズ選別 価の高い大型魚の鮮度が向上し、水揚金額 P. 18 

る事項 る事項 れており、品質低下を招いている。 ・スリット状の蓋を装着してから魚を流し の増加が見込まれる。

0氷による鮮度保持が不十分で、鮮度 込み、単価の高い大型魚を選別する。 0サイズ別の迅速かつ適切な鮮度維持処理

悪化による魚価低下を招いている。 ！②紫外線殺菌装置の導入 が可能となる。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

流通・販 魚価の向 0定置網の漁獲物は、高山漁協市場に L ’漁獲物の販売方法の改善 0出荷体制の強化を図るため、新たに 3名を 資料編

売に関す 上に関す 水揚げされ、その全量が地元仲買人 ①金庫網による出荷調整 配置することで、人件費が増加する。 P. 19～ 

る事項 る事項 による入札により消費地市場に送 ・マアジの中・小型魚を対象に、需要の見 ※人件費： 5,702千円増 25 

られる流通・販売方式のみであり、 通しに応じた出荷を行いながら、近隣の 0金庫網（蓄養生賛兼用）による販売対策で

大漁時の魚価の下落が避けられな 消費地市場へ直接出荷を行う。 魚価が向上（中・小型マアジ： 205→300円

い。 ②活魚出荷 /kg）し、水揚金額の増加が図られる。

0当地域は、少子高齢化が進んでお －改革型漁船に活魚槍を設置する。 ※水揚金額： 13.112千円増

り、地元での水産物の需要拡大が見 ・地元養殖業者と連携して活魚出荷を実施 0近隣の鹿屋市消費地市場へマアジを除く

込めない状況にある。 する。 （宮崎魚市場へマアジ・タイ等） 主要漁種（カマス類、サワラ類、ブリ類、

0小型のマアジやイワシの傷物等の ③仲買業者との連携強化 タチウオ、アオリイカ）を直接出荷（自家

未利用魚・低利用魚（低価値魚）は ・仲買店舗での波見産鮮魚類販売 出荷）することにより、水揚金額の増加が

市場で低価格で取引されるか、自家 ④消費地市場への鮮魚類出荷に係る販売 図られる。

消費となっている。 促進資材の作成 ※水揚金額： 2,859千円増

－鮮魚用出荷用パウチ、シール、豊漁旗 ※陸送費： 150千円増

⑤未利用魚・低利用魚（低価値魚）を加工 0宮崎魚市場へのマダイ、マアジの活魚出荷

原料として、地元加工業者に相対取引で により、水揚金額の増加が図られる。

直接販売 ※水揚金額： 1.023千円増

※O輸送費： 840千円増

0販売促進資材の活用により、波見産鮮魚類

の認知度向上が図られる。

0地元業者・団体による加工・販売を通じて、

地元の魚食普及活動の活性化が図られる。

地域活性 地域との 0地元住民や観光客への鮮魚・加工品 M 地産地消の推進 0朝市開催などにより、地元住民へ魚食普及 資料編

化に関す 連携に関 の販売が十分に普及していない。 ①地元開催の鮮魚市イベントでの直販 が図られるとともに、地元の新たな観光資 P. 28 

る事項 する事項 0地元の小・中学生が地域の主幹産業 ②漁協荷捌所での定期的な朝市の開催 源ともなり、地域の活性化が図られる。

である漁業に触れる機会が殆どな ③移動販売車による鮮魚販売 0地元の小・中学生が漁業・魚食を学ぶこと

い。 ④小・中学生を対象とした漁業体験・出前 で、将来的な後継の確保と魚食普及への寄

授業の実施 与が期待される。
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( 4）改革の取組内容と支援措置の活用との関係

① 漁業構造改革総合対策事業の活用

取組
事業名 改革の取組内容との関係

記号

A～L もうかる漁業創設支援 改革型漁船を用いた新たな操

事業 業体制の実証事業

船名：未定丸

総トン数： 19トン型

定置網：大型定置網2ヵ統

② その他関連する支援措置

取組
支援措置、制度資金名 改革の取組内容との関係

記号
ーーーーー』ー』ーー』a・ーーー・ーーーー ー・・ーーーーーーー・・ーーー・ーーーー・ーーーーーーー幽晶曲品目ーーーー・・ーーー・・ーーーーーー ーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーー・ーーーーーーー・ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーー

漁業就業者確保・育成 漁業就業支援フェアに出展し、

対策事業＜国＞ 将来にわたり持続的に当該漁

業を発展させるための人材確

保を図る。

ーーーーーーーーーーーーーー．，ーーー四 ー，開’ーー・．，．，ーーーーーーーーーー，田ーーーー，，R，圃－－－ー，・－－－－－－－”ー再開問 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー曲目』』ー』』ー田ー・・ι』ー－ーーーーーーー．ー』』ーーー・・ーーーーーーー

水産多面的機能発揮事 水産高校生の短期研修を受け

業＜国・県＞ 入れることで、人材確保を図

る。

ーーーーーーーーーーーーーーー幽幽』ー． ー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー・ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー．

L 地域活性化事業＜町＞ パンフレットやウェブサイト

等による宣伝活動や、修学旅行

の誘致等により、観光事業の促

進を図る。

・』ーーーーーーーー』．．・・a・ー・ーーーーー ー・ーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー．”・．．．開帽明田－－－－－－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

A～L 鹿児島県信用漁業協同 代船建造費及び漁網漁具購入

組合連合会 に係る借入

（漁業近代化資金）

ーーーーーーーーーーーー－－－ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー・．開曹再開胃胃曹回開問F同『『冒ー『明F回目－－『F『四四『四F －－ーーーーーーーーーーーーーーー』ーーーー岨ー』ー－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーー

A～L 日本政策金融公庫 代船建造費及び漁網漁具購入

（農林漁業施設資金、 に係る借入

共同利用）
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事業実施者 実施年度

高山漁業協 日27～

同組合 H30 

事業実施者
実施年度

（借受者）
ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーー・ーーーー －ーーーーーーーーー・・・ーーーーーーーーー

高山漁業協 日27～

同組合

高山漁業協 日27～

同組合

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーー

肝付町観光 H27～ 

協会

ーーー－－ーー同－－『’『－－『『・－－ー『胃胃開明回目曙 ’－－－－明開明’F開ーーーーーーーーーーー

高山漁業協 H27 

同組合

－ーー・．．．晶晶』幽ーーーーー』』ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー『再開再開．

高山漁業協 H27 

同組合



( 5）取組みのスケジュール

① 工程表 （破線：検討・導入期間、実線：実施・普及期間）

記号 取組内容 ~6 年度 27年度 28年度 29年度 JO年度 Jl年度

A 生産性の向上に適した網型の導入

B 網の保守管理作業の軽減

c 近代的な漁労機器等を搭載した漁船の導入 田町・・

D 省エネ型漁船の導入 回・・ーーー

E 資源管理措置の実施 ーーーー

F 乗組員の安全確保を重視した作業環境の整備 ー－ー－

G 乗組員の安全性向上に向けた体制の構築 ーー回・・・

H 新規就業者の安定的な確保対策 ーー同国圃園

乗組員の漁労技術の向上 ーー同・・・

J 給与・福利厚生の改善 国・・圃同＿ i

K 漁獲物の選別・出荷方法の改善 ー．．．恒・田園

L 漁獲物の販売方法の改善 ーー阿・・・

M 地産地消の推進 祖国国圃ーー

② 改革の取組みによる波及効果

本計画の取組み（漁網の保守作業等の改善や漁獲物の取扱方法）が、地域内の他の定置漁

業に普及することによって、それらに従事する漁業者の意識向上が進み、地域全体として同

漁業での新たな改革の契機となることが期待される。

当地域での定置漁業は、冬季をはじめとする時化の多い時期における安定的な水産物の供

給源として地元の流通業・加工業からの期待が高い。本計画の取組みにより定置漁業の生産

活動が将来にわたり安定的に持続することで、地元水産物の安定供給の維持が期待される。

定置漁業の乗組員として若い新規就業者を受け入れることによって、将来の独立経営等を

目指す“漁業生産の担い手’の確保・育成につながる事が期待される。

青年就業者だけでなく、 Uターン者や釣り漁業等を営む自家漁業者等の壮年漁業者の受け

入れを継続することで、地域の雇用の受け皿としての機能が発揮され、地域漁業の生産活動

の継続や漁村の維持等につながることが期待される。

地域との連携により、地域社会における定置漁業への認識が深まることで、当地域におけ

る中核的漁業として広く認知されることが期待される。
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4.漁業経営の展望

＜経費等の考え方＞

本プロジェクトの改革計画は、漁獲が低迷し、経営が低調な当地域の定置漁業の収益性を改

善するため、生産効率の向上に適した網の設置や、省人・省力・省エネに対応する近代的な漁

労機器を備えた新型漁船の導入により、生産から販売までの操業・生産・流通体制を改革し、

安定した漁業経営を実証する。

さらに、地域の漁業経営の安定的な持続のため、地域漁業を支える担い手の確保・育成を視

野に入れた取組を推進する。

具体的には、本計画では、資源管理措置の実施、生産性の向上に適した網型の導入、及び販

売方法の改善により、水揚量を現状の 641 トンから 611トンへ削減しつつ、水揚高を現状の

110, 378千円から 125,124千円へ 13.3%増大を目指す。なお、本計画における魚価は、販売方

法の改善により、現状の 172円／kgから 205円／kgへの上昇効果を加味している。

また、経費については、販売体制の強化に伴う販売経費の増加を見込む一方、改革型漁船の

導入による乗組員数の削減に伴う人件費の減少、省エネ型漁船の導入に伴う燃油費の削減など

を見込んでいる。

( 1 ）収益性改善の目標

（単位：水揚量はトン、その他は千円）

現状 改革 l年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入 111, 678 125, 124 125, 124 125, 124 125, 124 125124 
・.............................................・E・・・・・・ .... －，圃園田‘ ・－－－ a，圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田‘ 圃圃圃曹司 ・．．．．．．．．． 圃 曹 司・・・．．．．．． －・・・．．．．． －－－－－・．．． ・・・・・・．・・・・，・・，・・・・・・・・．・・・・・.......・・．．． ・・・・・... ・..... ‘，・e・e・..・， ・．． ・・・・・・・・・・・・・e・a・.....・．－－ ・・・・・4・・4・－・・・・・・・・・・・・・・・・・．・・． “‘ー・・・ E‘・““‘ ・“・・‘・“・““‘－－ －－－－－ －－．．・－．．・－．．．，．

水 揚量 641 611 611 611 611 611 

水揚高 109, 377 125, 124 125, 124 125, 124 125, 124 125124 

その他の収入 2, 301 

経費 97, 420 93, 207 91, 005 89, 7 40 88, 953 88, 179 
・.........・....................................可..・E・..........‘且 ・・.・・・・..・ . 可・・．・・．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． －・・・・．・・・・・. ・・．．．．．． ・・・................... ，・・・・e・・・・・・・a •••••• 目島‘ーー“目島E .・“6・4・4・“““““‘4・4・“““‘ ・・目』・・・－ －－．．．．．・・－－．，

人 件費 54, 521 44, 099 44, 099 44, 099 44, 099 44, 099 

燃油費 l, 607 2, 414 2, 414 2, 414 2, 414 2, 414 

箱 費 749 750 750 750 750 750 

氷 費 2, 456 2, 456 2, 456 2, 456 2, 456 2, 456 

修繕費 2, 931 500 500 500 1, 000 1, 000 

漁具費 13, 057 8, 500 9, 000 9, 500 9, 500 9, 500 

保険料 3, 340 2, 609 2, 149 1, 718 l, 386 l, 375 

公租公課 l, 678 3, 196 1, 654 870 465 252 

販売経費 5, 543 13, 787 13, 787 13, 787 13, 787 13, 787 

その他の経費 942 800 800 800 800 800 

借入利息 。 3, 500 2, 800 2, 250 l, 700 l, 150 

一般管理費 l, 113 l, 113 1, 113 1, 113 1, 113 l, 113 

管理費配賦 9, 483 9, 483 9, 483 9, 483 9, 483 9, 483 

償却前利益 14, 258 31, 917 34, 119 35, 384 36, 171 36, 945 
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《現状》

水揚量、水揚高、経費とも過去5ヵ年（平成20年度～24年度）中で水揚高を基準に、最低

年度、最高年度を除く 3ヵ年の平均とした。なお、その他収入は漁獲共済金である。

《改革後》

【算定基礎】

1 .水揚量

(1）【取組F】資源管理措置の実施による水揚量の減少：①＋②＝企30トン

①東風泊漁場の箱網の目合拡大による極小魚の水揚量の減少

※現状の東風泊漁場の極小魚水揚量×逃避率（40%)＝水揚量の減少量

72. 14トン×40%=28.9トン

②全長 15 c m以下のマダイの再放流による水揚量の減少

※現状の全長 15 c m以下のマ夕、イの水揚量×100%＝水揚量の減少量

1. 1トン×100%=1.1トン

2.水揚高

(1）【取組F】資源管理措置の実施による水揚高の減少：①＋②＝企1,246千円

①東風泊漁場の箱網の目合拡大による極小魚の水揚高の減少

※現状の東風泊漁場の極小魚水揚高×逃避率（40%)＝水揚高の減少額

2, 257千円×40%=902千円

②全長 15 c m以下のマダイの再放流による水揚高の減少

※現状の全長 15 c m以下のマダイの水揚高× 100%＝水揚高の減少量

344千円×100%=344千円

(2）【取組L】漁獲物の出荷方法の改善による水揚高の増加：①＋②＋③＝16,995千円増

①金庫網による中小型マアジの魚価上昇による水揚高の増加： 13,112千円

※1. 改革後の中小型マアジの漁獲量： 138, 463kg 

※2.改革後の中小型マアジの魚価上昇額： 300円／kg-205.3円／kg=94.7円／kg

※3.改革後の漁獲量×改革後の魚価上昇額＝水揚高増加額

138. 463 kg×94. 7円／kg=l3,112千円

②主要魚種（カマス類、サワラ、ブリ、太万魚、アオリイカ）の出荷方法の改善による水揚

高の増加： 2,859千円

※ 1.現状の主要魚種の漁獲量： 101,393 kg 

※2.改革後の主要魚種の出荷方法の改善率： 50%

※3.改革後の主要魚種の平均魚価上昇額： 630.8円／kg-574.4円／kg=56.4円／kg
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※4.現状の主要魚種の漁獲量×改革後の主要魚種の出荷方法の改善率×改革後の主要

魚種の魚価上昇額＝水揚高増加額

10 l, 393 kg×50%×56. 4円／kg=2,859千円

③マダイ・マアジの活魚出荷による魚価上昇による水揚高の増加： l,024千円

※1.現状のマダイ・マアジの漁獲量： 3,214 kg （マダイ）、 l,359 kg （マアジ）

※2.改革後のマダイ・マアジの活魚出荷率： 50%

※3.改革後のマダイ・マアジの活魚出荷による魚価上昇額： 425円／kg（マダイ）、 502

円／kg（マアジ）

※4.現状のマダイ・マアジの漁獲量×改革後のマダイ・マアジの活魚出荷率×改革後

のマダイ・マアジの活魚出荷による魚価上昇額＝水揚高増加額

3, 214 kg ×50%×425円／kg+l, 359 kg×50%×502円／kg=1, 024千円

以上により、改革後の漁獲金額の増加額は、（1)+ (2) ＝企1,246千円＋16, 995千円＝15,749千

円となる。

3.人件費

(1) 【取組K】給与・福利厚生の改善と【取組A】改革型漁船、改革型網の導入による人員の

合理化（21人→17人）による人件費の削減：企10,422千円

※具体的には、①完全歩合制の見直し（固定給制へ移行）、②固定給制による従業員の

生活安定と水揚高増加時の人件費の抑制、③月 1人20万を基準に改革（船頭手当

等考慮）、④水揚増による人件費の抑制によるもの。

4.燃油費

(1) 【取組D】近代的な漁労機器等を搭載した漁船の導入による増加と【取組E】省エネ船型

等の採用による減少を合わせた結果の増加：839千円

5.箱代

※1.改革後の燃油消費量の増加量： 2596QQー16,936Q= 9, 024Q 

※2.改革後の燃油単価： 93円／。

※3.改革後の燃油消費量の増加量×改革後の燃油単価、＝改革後の燃油費の増加額

9, 024Q×＠93円＝839千円

※1.箱代は、漁協所有魚箱の市場での利用料（22円／箱）をいう。

※2.現状の延べ魚箱利用個数は 34,090箱である。

※3.改革後の延べ魚箱利用個数は、改革後の水揚量の減少と改革後の直置き禁止に

よる魚箱利用個数の増加を加味して現状利用個数と同数とする。

※4.改革後の延べ魚箱利用個数×利用料単価＝改革後の箱代

34, 090箱×22円／箱＝750千円
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6.氷代

※1. 氷代は、活魚出荷、網目拡大による小型魚の逃避などに伴う氷使用量の減少と

鮮度保持のための使用量に増加を見込み、現状の使用量と同じとする。

※2.改革後の氷代＝現状の氷代＝2,456千円

7.修繕費

新船建造による削減を見込む。

8.漁具費

東風泊漁場の漁網更新による削減等を見込むが、東風泊漁場の箱網及び金庫網並びに飯

ヶ谷漁場の金庫網の防藻加工処理費 7,000千円（2ヵ統、各年 l回分）を計上。

9.保険料

漁船保険料とした。

10.公租公課

新造の網起こし船と東風泊漁場の定置網等の固定資産税を計上。

11.販売経費

①新たな販売体制構築のため嘱託雇用 3名の人件費を見込む： 5,702千円

②漁協販売手数料： 103,801千円×5%（白港水揚手数料） +21, 175千円×2%（他港水

揚手数料） =5, 613千円

③消費地市場販売手数料：（鹿屋、宮崎） : 21, 17 5千円×7%=1,482千円

④鹿屋市場陸送費： 30k m÷5km/Q×125円／Q× 200日＝150千円

⑤宮崎市場陸送費（活魚出荷の経費） : 14, 000円／回× 5回／月×12ヵ月＝840千円

※以上により、販売経費は、①＋②＋③＋④＋⑤＝13,787千円

12.その他の経費

現状維持とした。

13.借入金利息

融資率： 80%、金利： 1.1 %、償還期間：漁網 5年、漁船 10年として算出した。

14.一般管理費

現状維持とした。

15.管理費配賦

現状維持とした。
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( 2 ）次世代船建造の見通し

償却前利益（※1) 次世代船までの年数（※2) 船価等

3 4. 9百万円 × 2 5年 ＞ 8 2 0百万円

※l：改革5年間の平均数値

※2 : ｛網起こし漁船 (171百万円）＋作業船（5百万円）×3隻｝×l回更新（使用期間 25年）十

｛飯ヶ谷定置網（200百万円）＋東風泊定置網 (180百万円）｝ ÷15年×25年＝820百万円

（参考）改革計画の作成に係る地域プロジェクト活動状況

開催時期 協議内容 その他

平成25年7月上旬 第 1回地域協議会及び第1固定置改革部会 合同会議

①地域協議会会長及び会長代理の選任について

②部会の会長選任について

③事業実施計画について

④高山地区定置漁業の問題点と対策について

⑤改革計画の取組内容について

平成25年7月下旬 第2固定置改革部会

改革計画の取りまとめについて

平成25年8月下旬 第3固定置改革部会

改革計画の取りまとめについて

平成25年10月下旬 第2園地域協議会及び第4回定置改革部会 合同会議

改革計画の取りまとめについて

平成26年3月中旬 第3岡地域協議会及び第5固定置改革部会 合同会議

改革計画の取りまとめについて

平成26年7月下旬 第4困地域協議会

改革計画の決定について

実証事業実施者の選定について
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資料1ー②

鹿児島県定置地域プロジェクト

【資料集】
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仰の大型定置漁業の概要

船団構成

ミム七時ごス

高山（波男〉地域の大型定置網

大型定置網2ヶ統を1船団（21名）で
操業・管理しているため、従業員の労
働負荷が大きし，0

※15年前は30名。

参考：隣県における定置網経曽体の船団構成

0宮崎 ：大型と小型の2ヶ統を1船団で運営する経営体はあるが、概ね1漁場1船団。

O高知：大型定置網2ヶ統を運営している経曽体は、 2船団体制で乗組員は30名超。

付着生物 0一年を通じて水温が高く、漁具にだくさんの付着生物が多い。

0借着生物の付着量が多くなると、漁具が沈んだり、括抗を受けやす

くなるため、破損リスクが著しく高まる。

・海域による付着生物の遣い [g] 1mあだりの付着物（湿重量、g)

1か月間の付着量［℃］ 
29 

27 

25 

23 

21 
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17 
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9 

j霊@J_kj昆の変花

<t<<o<??> co＜？？＞ べ令状 OJ＜？（＞ ♂Yィヂ小 rv<??> 0<1<》許

・漁具への主な付着生物

ウミヒドラ

800 
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60心

ヒドラの多い水温 ぽ)Q

400 

300 
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100 

。

水温データ 気象庁HP

鹿兜島県

（高山地区〕

（平成26年3月下旬～4月下旬〕

山口県
（務地区〕

付着生物資料 相模湾の定置網における借着生物ペ二クダウミヒドラの成長について
神水lilHi丹報第T号（1996〕

1船団で2漁場を管理しているため、毎日少
しずつでも付着生物を落とさなければ、管理が
間に合わず、漁具を保守できない。
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取組記号 A－①－②生産性の向上・維持に適した漁具の導入

東風泊漁場

0現行の網型は、網地量が多く交換した網のメンテナンスを常時行わな

ければ、次の網交換作業に間に合わなくなる。

飯ヶ谷漁場

登り運動場 第一箱網 第二箱網 登り運動場 第一箱網 第二籍網

5す目 6寸目

0東風泊漁場の網型を、一段落し式ヘ変更するo

0両漁場で共有できる金庫（蓄養生糞兼用）網を導入する。

東風泊漁場 飯ヶ谷漁場
釜り運動場 第一箱網

金庫（蓄養生策兼用）網

5寸目

｜効果 ｜0メンテナンス作業の低減

。漁具費の節減

登り運動場 第一箱網 第二箱網

モ一一一一→ ＋一一一ー→モ一一→
6寸自 4す－ 3寸 16節 16節

飯ヶ谷漁場の容積 ｜ 改革後

第一箱網 （現状同様〉 I 204,637m' 

※網型・容積の改良により、漁
獲量の変化ち考えられるが、
計画では現状維持と想定する。

3 



取組記号 A－③ 生産性の向上・維持に適した漁具の導入

｜現状｜ 0現行の目合では、付着生物が増えると潮流の影響を受けやすくなり

生産性が値下するだめ、頻繁にメンテナンス作業〈網交換や修繕〉

を行う必要がある。特に、第二箱網は目合が小さいため、メンテナ

ンスに手聞がかかる。

東風泊漁場

登り運動場 第一箱網 第二箱網

＋ーーー一→ ←一一一一→5寸目 3す 16節

｜改革後I1°網目合の拡大を行う。

東風泊漁場
金庫網（蓄養生漬兼用〉

5寸白

｜効果 ｜0メンテナンス作業の怪滅

。漁具費の節減

網目が塞がるほどの付着物
（現状の目合16節〉

目合＝ 16節

1辺＝10.1mm  

1 1節（1寸〉

4 



漁具の保守管理作業の軽減取組記号 B－①－②

｜現状｜
0）：魚、具の汚れ（付着生物など〉は漁網の漁獲能力を低下させるため、

常時メYテ｝）スが！必要である。

0漁船および陸上に網を洗浄する機器・設備はないため、付着生物

などは腐敗させて網から落としている。

付着生物などを腐敗させると、アンモニアが発生し漁具が劣化するとともに、
周囲に悪臭を放ち健康被害の恐れもある。

0網を洗浄する機器を導入する。

0一部の網部材に防藻加工を施す。

洗網放水銃を導入し、網交換時や操業時に予め洋上で漁具を洗浄する。

｜効果 ｜・付着生物の腐敗による漁具の劣化が抑制される。

・漁具の補修期聞が短くなり、労働時間ち短縮される0

．台風援近等の緊急時の網交換に対応しやすくなる。

. ；：魚具重量が軽くなり、陸上での網干し作業等が軽労働化される。

5
 



取組記号 B－③ 網の保守管理作業軽減 資材編

｜現状｜ 0付着生物によって、漁具破損（最悪の揚合は流失〉の危険性が高

まる。常時メンテナンスが必要となる。

0現状は、工異などを用いて手作業で付着生物を落としている。

O使用している側資材の特性上、汚れが付着しやすく落し難い。

（プレード加工〉

i「一一一 1 Fいんろμた，f j 

・現状の側資材表面に凹凸
があり、付着する表面積
が大きい。付着した揚合
にち藩し難い。

・1則掃除
現状は、漁具の破損や流失を防ぐために、操
業と並行して、作業船2隻（計6名〉で付着
しだフジツボなどを落とレ掃除している。

0側掃除の迅速化を図るため、付着生物が付きにくい側資材を採

用する。

（シース加工〉

シース型エステルCRプレードCBR 

"'"'-T＂＂＂＇~円

1.防錆を重視した5重構造です。
2 耐久性が向上します。
3.水中生物の付着が少なくなるうえ、除去が容易です。
4.樹脂は柔軟で扱いやすく、硬化が少ないです。

・改革後の側資材表面は、滑らかで、付着生物
が付きにくく、付着レた揚合にち落レ易い。

｜刻果 ｜－軽労働化

・メンテナンス作業の倍減 6 



取組記号 B 網の保守管理作業の軽減 網替え編

｜現状｜
｜東風泊漁揚l年間38回の網交換 飯ヶ谷漁場｜｜年間36回の網交換

現状 防藻加工
網入替 年間作業

作業頻度 回数
現状 防藻加工

網入替 年間作業

作業頻度 回数

道網 なし 60日毎 6回 道網 なし 60日毎 6回

昇り運動場 なし 45日毎 8回 昇り運動場 なし 45日毎 8回

第一箱網 なし 60日毎 6回 第一箱網 なし 60日毎 6回

第二箱網 なし 20日毎 18回 第二箱網 なし 20日毎 16回

合計 38固 合計 36回

｜改革後I1 °網型の改革 0目合拡大 O操業時に網洗い 0防藻加工

東風泊漁揚｜｜年間18回の網交換

改革後 防藻加工
網入替 年間作業

作業頻度 回数

道網 なし 120日毎 3回

昇り運動場 なし 90日毎 4回

籍網 あり 120日毎 3回

出荷調整金庫 あり 40日毎 8回

合計 18回

36 
東風泊漁場

30 網替え回数

24 
18 ・金庫網

12 ・第二箱網

6 。 ・第一箱網

・昇り運動場

飯ヶ谷滑寸

改革後

道網

昇り運動場

第一箱網

第二箱網

出荷調整金庫

合計

36 
30 
24 
18 
12 
6 。

防藻加工
網入替 年間作業

作業頻度 回数

なし 60日毎 6回

なし 45日毎 8回

なし 60日毎 6回

なし 30日毎 10回

あり 40日毎 8回

38固

+2回 飯ヶ谷漁場

網替え回数

・金庫網

・第二箱網

・第一箱網

現状 改革後 ・道網 現状改革後
・昇り運動場

・道網

｜刻果 ｜
両漁場合計で年間18回の網交換作業が削減され、乗組員の作業負

担が低減される。網替え回数の削減により、操業機会増加の司能性もある
が、計画では操業回数や漁獲量の増加は男込まないこととレた。

（東風泊漁場の1操業あたりの平均水揚げ金額は約200千円〉



近代的な漁労機器等を措載した漁船の導入取組記号 c－①

｜改革後｜｜現状｜

改革型本船現行本船

ァーーァ

L～L . ＇－－－ーーーーイで:=oヨーー＝＝ニ：戸ア ； 

全幅5.80m全長25.00m19トン型全幅5.50m全長23.98m19トン型

三アトE三

Lit峯船己ヨフ戸三三三
トJ亡ご二二二

t←一一；二

乗組員 17名

漁船 4隻

嘱託職員 3名

乗組員

漁船

作業船Aマ一
戸三

1-J亡二二二二二

作業船B

一y
トーー

トJ亡二二二

主三 作業船C

補問船内
』当三ιム＿＿［／

網積船A二ぶゴ亡二三 F

網干責船B＝ー7~ 「

8 

新たな漁労機器とその効果

ネットプ日ック・ネットホーうー
二今軽労働・省人・ j戚船

j先網放水銃
＝今効率化・漁具保守

付着抑制（シース加工〉
＝今軽労働化・効率化

ツインキャプスタ＇）.船首クレーン
＝今安全性 ・作業性

作業 現行の方法 課題

網交換 キャフコタソで巻揚げ 手作業が多く
7隻総出 危険・長時間化

漁網 対策なし 重労働
メ＇）jj＇）ス y')f二？の発生

側掃除 手作業で毎日掃除 重労働・長時間

網起」し シング Jvキャアス仰を使用 一一 II 一一



取組記号 c－② 近代的な漁労機器等を搭載した漁船の導入

｜現状｜｜問山M 掛川るため操業時に危険な作業を伴う。

ii!Pmm 1 11 11 11 11 j 
・乗組員（計15名〉

0指先切断等の事故ち発生
しており危隙性が高い。

O作業工程が増える。
0屈伸運動を繰り返すため、
身体的負担が大きい。

｜改革後｜ ｜操業時の負担 危険性を低減するため川r－；.，~＇） °0:倍載する。

~~－b ゐ ・市己：百世lJdi.・ 0
［；·~·－＇··－~」斗｛口；図；図白馬

・乗組員（計11名〉

操業（網起こし〉作業の軽労化により、
本船の人員を4名削減

｜効果 I! 安全性作業性の向上
1・本船の人員を4名削減（15名→11名〉

9 



取組記号 c－②－④近代的な漁労機器を倍載した漁船の導入 操業

0）：魚、具を守るため、操業と同時に側の付着生物を落す〈側掃除〉。

0最終漁獲段階では、作業船の補助がなければ操業が完了できない。

O労力が掛かるほか、側掃除に専念できていないため、漁具の保守

作業が不十分。

漁獲補助正二二ヨ

｜現状｜

序盤

側［
掃打
除 ｜｜

↑ 

.. 
－歩

↑1－’ 
同 側

川 除

終盤

本船 15名

作業船A 3名

作業船B 3名

日の 本船組 作業船組

").'I)' ユ 1• 〔15名〉 (6名）

' ' 6路

輯三認す笥量j挙百喜準子~ Z空議L与~~盃：房ゲ姦＠副混~：埼F3》rr c•,• 
士 j

;i, 

7時 漁場移動10分 漁場移動10分
側掃隊20分

操業5::J分 操業30分
（東風j白漁場） （東風泊漁場〕

弓：
8時 1手 渡男：呈へ務動 ＜2o沿7匙

＃ →以後、不帰げ作業

9時 選別（60分）

10時 ゼリ準備・ 百十...氷め積み込み

11時 東風泊；苦へ移動（20分〉
→昼食 ・休憩

オ2時 網交換作業の境合は
→漁具などの下準備30分

13時 →漁甥にて作業

14時一 3～4時間の作業を行う。
帰港後解紋

15時～

t労働時間 寸QB菩聞を超える場合ち・i

改革後 0船首にもクレーンを搭載し、単船での網起こし操業を可能とする。

O一部の水揚げ作業や出荷作業を嘱託職員に担当させる。

o ~則掃除
序盤

側恥
M
ム
マ
吟

終盤

｜刻果 ｜－労働時聞が短縮される。

・作業船は、側掃除に集中することで、漁具が適切に管理される。I10 



取組記号 c－③ 近代的な漁労機器等を措載しだ漁船の導入

｜現状｜｜世物が多量についた網を交換する作業は重労働かつ危隙を伴う。

①
 

耐を並べて
ープを解く

短い間隔（デッキの長さごと）で、網をロープで縛り替えながら、徐々 に揚げていく。

l i1l:ili:::::i ： ・ ：司 ： · ···•···· ・+・ ・+・ .. ft)d・
日 I0111l111111llHI11 J 
司広口：・ ！口11・・・・・・ ・+ ．，ぺ ).. ・・co，・
・作業時の本船乗組員（9名〉

0油圧機器が少ないうえに、能力
が乏しいため、手作業で行う工
程が多く、危険。

O網が汚れてくると、重労働とな
り、作業時間ち長期化する。

｜ ｜｜網交換を支援する油圧機器附トホーラーネットブロック〉を
改革後 搭載し作業を迅速化、軽労働化・安全性の向上に取り組む。

ふ；o.! • ! ,---, ! ~~ 

：ミ盟J品目l国
・作業時の
本船乗組員

(7名〉

0ほぽ全ての工程を機械化し、乗組員は、機械の操作のみ。現状の①・③工程を削減する。

｜効果 ｜・機械化、手作業工程の削減により、軽労化・安全性が向上する0

・本船人員が9名から7名に2名削減され、省人化が図られる。



取組記号 C 近代的な漁労機器を搭載した漁船の導入 網替え編

｜現状｜ 0網替え作業は人海戦術で作業を行っているが、労働負荷が大きい。

O多数の船を使うため、経費（燃油や修繕費〉が嵩む。

2名

網替え作業時

2名
｜｜ 

u 
9名 2名

2名

7隻体制が必要O

網替え作業時

3名

改革型漁船の導入により
4隻体制に減船。

2名 ｜｜ ｜

網替え
補修の工程

準備

漁場ヘ移動

網揚げ準備

網揚げ

網入れ

操業準備

帰港

陸f易lブ

解散

網広げ

補修作業

. ），戚船により燃油費が削減される。

本船組 作業船組 ｜網運搬船組
〔9名） (4名〉 〔8名）

＋同署m帯品主 網・船準備
J也

30分

漁場移動10分

網の連結を解く一 側から離す20分 i網入れ準備
20分 十

本船に網を引き揚げる60分～100分 待機

網入れ60分 側との連絡60分～ ｜ 網入れ

～100分 100分

網の連結30分 待機

帰港10分

陸j易げ30分 船の片づけ

船の片づけ解 別の網の補修作業一解散
首交

一定期間放置して汚れを腐らせる。
海中に入れて汚れを流し、再び引き揚げる。

作業j警の敷地内にf広げて乾かす。

｜効果 ｜－人員減〈ム4名〉により人件費が削減される。 12 



取組記号 B・C・D・F 近代的な漁労機器等を措載した漁船の導入

~19トン型全長23.98m 全幅5.50m

!I事f=P=fil@@i@]
・船体中央クレーン
．シングルキャプスタン
．デレッキ
・魚鱒

作業ごとの課題とその対策

作業 ｜ 課題

網替え作業 i 手作業が多く長時間化

漁具管理 ｜重労働 J7/E北よる漁具劣化

側掃除 ~ I , 童労働長時間作業

網起こし - II 

設備上の課題とその対策

I頁目 課題

船型 船体動揺造：波路抗

油圧機器 機器を増設できない

プロペラ 損傷を防ぐ苅策がない

推進装置 作業性安全性

魚穏 冷却性が悪い活魚槍が無い

テ、ッキ 作業性・安全性が悪い

衛生5副首 強1動1義蔵糟い

改革の効果

19トン型全長25.00m 全幅5.80m

船体中央クレーン
船首クレーン
ネットホーラー
ツインキャプスタン
NHVプロペラ

パルパスパウ
パウスラスター
マリントイレ
フラットデッキ
活魚膳

ツイYキャ7° ）..~＇） ・船首クレ ン＝今安全性・作業性

・近代的な漁労機器の拡充により、危隙な手作業に頼っていた漁撹作業が機械化、効率化。

これにより、乗組員の労働負荷を削減すると共に、省人・省力化を実現。

※船団全体で乗組員を4名削減

※4名のうち3名は定置漁獲物の出荷・販売専属の嘱託職員として再雇用。 I 13 



取組記号 D 省エネ型漁船の導入

｜現状｜ 0機関馬力が小さく、省人化のための油圧機器が増設できない。

O機関馬力を大きくした揚合、燃油消費量が大きく増える。

各船の年間消費量

本船

作業船A

i山『作業船B
作業船C

~~：~ 補問船

合計

実績（5中3平均〉

現状（理論値〉

>t< -• 2Z,4SSf I年 十

326i／年

' ~ 5-12,f.＇／年 4

462V年

~ 675f.／年

24,430i／年

16, 936i／年

〉廃船

。 ＿＿ A 

一一一ー－

0油圧機器の増設に対応した機関を搭載する。

0燃油消費量を抑制する構造・設備を導入する。

パルパスパウ

船体・機関の大型化に伴い、燃油
消費量・金額は、最大で年間
9,024Q、807千円増加するが
〈現状の実績一改革後の理論値〉、

省力化や乗組員の軽労化が進む。

・パルパスパウ
造波括抗・ピッチング（縦揺れ〉の軽減
浮力増加

燃油消費量の削減（およそ12%の抑制〉
「漁船漁業の省エネルギー」水産総合研究センター

水産業エネルギー技術研究会平成21年

シ／鰍制の波

』＇＼.___.-1柑鉛首

」ーと、ノー

eNHVプロペラ （ナカシマプロペラ（槻〉
プロペラ後流のハブ渦の消滅と翼面圧力分布の最適化
を行うことで、約5%の燃油消費量を抑制する。

・油圧工コ回路
水揚げ時に使用するクレーンを独立回路とすること
で、従来より低い回転数で使用することが可能とな
る。
改革型漁船の水揚げ時の燃油消費量
工コ回路 あり (650rpm）：年間1.296Q

※だだし試算は易担司過怠白自殴m）：年間6,240Q
実叡値とは異なる可能性がある。 14 



取組記号 F 乗組員の安全確保を重視した作業環境の整備

｜現状｜ 0本船には乗組員の安全性や利便性が確保されておらず、絶えず

事故の危険が付きまとっている。

魚、鎗の蓋等に口凹がある。＝今転倒事故発生の原因となる。

トイレが無い。＝今トップレールから身を乗り出し排泊している。

＝今海中転落事故を誘発する危険性が高い。

I 1 II 0フラじ店長キの採用改革澄 I" I ハー

1にノ「寸し〆U)o叉l皇

現状：従来型コーミングハッチ式 改革後： フラッシュハッチ式

円 1!~1 f.' ~－i'eJfll.面 l r 
1 ---1 －ー‘.t.－：.：＝ア『－一 軍じ＝ニ・ーーτ＝－・E・－’ー－－－＝－

:I ~~~－ 

マリントイレの新規導入

に〉

盟主主堅

一；I11tt'"""'"""'・ ＇＂＇岳 n;llt1.4;ifij.t. F 
一七~土ロ一一一一一一官E ’IτT一一一一~~

L主ごーエ戸子三」

｜効果 ｜
O事故や怪我などが防止される。

O作業性が向上する。

0労働環境が改善される。

15 



取組記号 E－① 資源管理描置の実施

｜現状｜ 0第二箱綱（最終的に魚を取る揚所〉に目合16節の網地を使用して

いるが、低 ・未利用の小型魚、の不合理漁獲が発生している。

資源保護 現状の漁獲量 単価 現状の水揚額
（小型のイワヲ類などの逃避）

東風泊漁場 72,144kg ¥31 ¥ 2,257",372 . •. 

飯ヶ谷漁場 66,557kg ¥30 ¥ 2,007, 978 

逃避を想定する小型魚とは、
カタクチイワシやウルメイワ
シ、小型のコノシロなどの小
型雑魚である。
主要魚種とは、当地I或では比
較的高単価なマアジ、タチウ
オ、カマス類、サワラ、ブリ、・ァオリイ力、タイである。

0東風泊漁場の箱網を、 “2寸目と1寸目”を組み合わせた網設計ヘ

と改良する。

O大目化により、小型魚の逃避を図り、水産資源に配慮する。

0やむを得ず漁獲された小型魚、は、従来通り地元仲買人を通じて、

地域の養殖業者ヘ養殖餌として販売（試験済み〉する。

資源保護

※計算式 。東風j白漁場＝現状漁獲量×0.6×現在の平均単価
飯ヶ谷漁湯＝現状j魚獲量×現在の平均単価

巳ミ＞
小魚 ~ ... , F明‘y，曙聞・胴，．， 養殖簡

※すでに試験出荷を開始、取引ち安定しており、これを継続実施。

※f~単価魚種である小型

魚の減少により、魚、価

は相対的に向上する。

｜効果 ｜0東風泊漁場の荒目化により、小型魚、の逃避率が40%増すことで、

水揚量・金額力1~29 t、902千円減少すると見込まれる。

0小型魚の漁獲量減少に伴い、氷の冷却効果の向上と選別作業

の時間短縮などにより、鮮度の向上が見込まれる。



取組記号 E－②－③－④ 資源管理措置の実施

｜ 現状 ｜ 0鹿児島県では漁業調整委員会の指示により、全長13cm以下の

マダイの採捕が禁止されているが、当地域を含む志布志湾海域で

は、この規制は適 用外となっているため、タイ幼魚であっても

漁獲している。

鹿児島県の主な漁業調整委員会指示

j毎I或 水産動植物名 指刀工の内容

鹿児島湾，南薩，南大隅，熊
マダイ 全長13cm以下探捕禁止

毛
金雪

奄美大島 マダイ 全長15cm以下探捕禁止

鹿児島海区 ヒラメ 全長25cm以下探捕禁止

｜改革後I1°全長15叫下のマダイについて自に再放流を行う。

漁I君
現状

(5中3平均〉

合計 1,083kg 

その他

取組C

＝今

改革後の漁獲重量

Okg 

水揚金額の減少

344千円

資源管理・保護の取り組みの一環で行ってきたマダイ，ヒラメ，カサゴの種苗放流については、

今後ち継続する。飯ヶ谷漁揚でIJ~り組んできた毎年8～9月の綱揚げ休漁期の継続実施ち行う。

｜刻果 ｜0水産資源に配慮しだ定置網漁業を実現する。

O水揚金額は344千円減少する。

17 



取組記号 K－① 漁獲物選別・出荷方法等の改善

｜現状｜

船上で一次選別は
行わない。

0漁獲物は、クラゲや価値のない小魚、まで網からそのまま魚鎗ヘ

j毘載されるため、陸上での選別作業が長時間化し、冷却されて

いない時聞が長くなり、鮮度の低下を引き起こしている。

0大きな魚、は、ある程度はタモ等で捕るが、選別はしていない0

鱗やクラゲが
飛び散る中
特に大きいちのだけ
手で拾い分ける。

3司直司Ci]Ci] -
[i][i口[i][i口． ． 
ー
． 
日目黒－；
鵬ド
弔コ！ロ； ；口

・乗組員（計21名〉

：回

クラゲもゴミち分けす
魚の大小ち分けず。

水揚げ港における選別作業時の人員配置

全てを魚膳ヘ入れる。

改革後 0漁獲物は網から掬い、船上選別台で用途別に組選別を行う。

O帰港後の陸上選別では、一部の工程を嘱託職員に任せ、選別

作業を効率よく進める。

ゴミを取り除きながら、小型魚を下に港し、大型魚は隣ヘ。
活魚は活魚鎗ヘ。

船上で大まかな選別をしておく
ことで作業時間を短縮し、鮮度
ち良い状態を保持する。

匡司直己Ci]Ci]_ 
[i][i司直司直口’ ：［百

水揚げ港における選別作業時の人員配置

｜効果 ｜・選別作業時間の短縮（乗組員は、次の作業（網修理や網交換〉にすぐに取り掛かることができる）

・鮮度低下の抑制 118 



取組記号 K－②漁獲物出荷方法等の改善 昂質の向上

｜現状｜ 0水揚げ後、選別された漁獲物は、荷捌きI男〈競り揚〉に移され、
木箱又はプラ箱に入れるか、直接地面に遊べ、セリにかける。

O漁獲魚を地面に直接並べたり木箱を使用していることは、衛生面
が懸怠される。

JJ¥ < 〈 商品価値 〉 〉大

悪 〈 〈 衛生面 〉 〉良

0荷捌き揚に搬入された漁獲物は、すべてプラ箱か漁獲物専用の
シート上で取り扱う。

0紫外線海水殺菌装置を導入し、魚体の洗浄や、魚鎗内における
魚、体冷却水に使用する。

荷捌き揚における漁獲物の取り扱い

仁今

現状はプラ箱か、
地べたに並べセリを待つ。

改革後は似す、 プラ箱か
シート上で取り扱う。

｜効果 I1°衛生面への配慮、昂質の向上

漁獲物の昆質・衛生面

紫外線殺菌装置
紫外線を利用して海水を殺菌、
洗浄・魚膳水氷などに使用する。

19 



取組記号し 漁獲物の販売方法の改善 出荷体制

｜現状｜ 0販路が固定化している。
0如何なる漁獲状況においても、漁獲物の全量を水揚するため、魚、価
安を招いている。

0乗組員は、漁具の管理作業に追われ、新たな取組には手を出さない。

地冗仲買人 』吋 小売店

（食用魚の
100%) 

円す漁場 同 漁獲 ｜ ｜を揚水 漁協

I也河養殖業者 消費地市場
（末利用魚の ．． i. 
100%) 

0戦略的な出荷体制の構築のため3名の嘱託職員を配置し、漁協組合
長の陣頭指揮のもと新たな流通販売の取り組みを開始する。

①金庫網を活用し、日々の相場を注視しながら、出荷量の調整を行い
つつ、魚、価の高い近隣の消費地市場ヘ自家出荷することで、魚、価の
底上げを図る。

②地域の養殖業者と連携した活魚出荷を開始する。
③仲買業者と連携した店舗販売を開始する。
④産地名（波男産〉を記載した販売促進資材を作成し認知度向上を図る。

⑤未利用魚の育効活用を図る。

活魚出荷

地元
仲買人

自家出荷

（主要5魚種の
50%) 

地元養殖業者

（未利用魚の

100%) 

宮崎市魚市場

小売店

一
問
者

消費地市場

（自家出荷は鹿

屋市魚市場〉

． 
※出荷・販売体制の総責任者を漁協組合長、出荷・販売の責任者を漁協会計主任、水揚げ ・漁獲物管理の責任者を船頭とする。
※漁獲や相場の状況を注視しながら、漁協 （組合長・会計主任〕が出荷量などを決定、船頭に指示→水揚げを行う。
※漁協の指示のちと嘱託職員が、鮮魚は箱詰めし市場ヘ運送、活魚は地元養殖業者の活魚車へ積み込み市場ヘ搬入する。

｜刻果 ｜0魚価の向上 ・安定が男込まれる。

0自家出荷による乗組員の意識向上、知名度の向上が期待される。120



取組記号し一① 漁獲物の販売方法の改善 出荷調整

｜現状｜ 0マアジ（中・小銘柄〉では、一日に多量の水揚げがあると、魚、価
が下落する。

[kg] 涌獲量の推移｛マアジ（中・小銘柄）月期IJS中3平均）
30000 一日の 平均単価

ー・.；，魚、獲量（月｝）l]S中3平均） 出荷量

怯位

5Qkg以；下 ¥675 
25000 

20000 
50～100kg 半498

15000 100～200kg 半421... ~ 

10000 200～500kg 半300

5000 十 5bo～1 ~0Q0kg 半21'3

。 1,000kg以上 平190

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

※過去5年で、マアジ（中・ IJI銘柄〉を、
一日に500kg以上出荷した日数は年平均68日（平均1762kg／日、最大で11049kg／日〉。

0両漁揚にそれぞれ金庫網を設置し、天候の推移と需要の見通しに
応じて出荷を行う。

O金庫網による出荷の対象魚は、特に漁獲量の多いマアジ（あじ
中・小銘柄〉をメインとする。

一日の出荷量は、漁獲量や相場を注視しなが
ら、漁協の指示で水揚げ調整を行う。
本計画では、地域への供給量や仲買人からの
要望を考慮して、［200kg～500kg／日］を
目安とする。

、－、＼、，

｜効果 I10水揚額13,112千円の増加

21 



取組記号 L－① 漁獲物の販売方法の改善 自家出荷

｜現1犬｜｜躍定化

現在 （5中3平均〉の
全量を地π仲買人と取引

改革前の
水揚額 水揚額

合計 101,39pkg ＝今 平29,123,740
c 

剖
d
m

協

面
行
「
闘
魚

単
年
一
山

5
一
高

カマス類 ！サワラ ｜ブリ ｜タチウオ ｜アオリイ力

半270 1平436I半303I半991 I 判，131

0マアジを除く、主要5魚種（カマス類、サワラ、ブリ、タチウ
オ、アオリイカ〉について、近隣の漁況・相場を日々注視しな
がら、近隣の消費地市揚〈鹿屋市消費地市場〉ヘ直接出荷する。

O水揚量の50%程度を自家出荷として計画する。
0箱詰めや出荷作業などは漁協の指示のもと嘱託職員が行う。

の後

量

革

重

灯
λ

『戸
I
L

地元仲買人と

鹿屋市消費地市場ヘ出荷・販売
（水揚げの半分すつ〉

改革後の

水揚額

※計算式：改革後の水揚額二 （現在の漁獲量×0.5×高山漁協単価）＋（現在の漁獲量×0.5×鹿屋市消費地市場単価〉

※現状では、高山漁協における取引単価の方が高値であるため、 試算には現状の高山漁協単価を用いだ。

｜効果 ｜0水揚金額2,859千円の向上が男込まれる。

0鹿屋市消費地市場への陸送費150千円の増加が男込まれる。

0自家出荷による乗組員の意識向上、知名度の向上が期待される。

22 



活魚出荷漁獲物の販売方法の改善取組記号し－②

0魚価安

O大半は氷締めした鮮魚、の出荷であった。
0活魚、（大型のアラやハタ類のみ）は、タンクに水を貯めて活かし、
漁協の活魚水槽ヘ移していた。 〈※全て〆て出荷〉

｜現状｜

用
＝
古
人

＝
a

，a
11
 

＝一」
＝

l
 

一
め

＝
京
市

＝
h
治
山
中

＝
氷

＝て
一
全

1

1

1

一一↓A
U

－

－－

l
 

I
h－

－＝品目回

一一
一一一

一
一
一
一

出
掛
川

j
i
l
i
l
i－－
a
z
E
 

－

剛

凶

一
＝

4
t
J

か口

弔

現状の鮮魚、出荷

0改革型漁船に活魚専用槽を新設する。
0地元養殖業者より販売ルートやノウハウなどの協力を得て、新た

に活魚、出荷を行う。
0活魚出荷する魚種は、マダイとマアジ（大銘柄〉を計画する。
0）舌魚出荷する魚種のうち、地元への鮮魚出荷を除いたちの（漁獲
量の50%）を県外ヘ活魚出荷する。

地元養殖業者の活魚車ヘ

毎日県外へ出荷している。

改革後の

金額
宮崎の活魚

単価
高山の鮮魚

単価
現状の水揚げ

額
現状

(5中3平均〕

半1,311,758半1.216平714半971,377

23 

※計算式 ：改革後の水揚額＝（現在の漁獲量×50%×高山単価〉＋ （現在の漁獲量×50%×宮崎単価〉
※宮崎の単価は、活魚の取引を予定している宮崎市魚市場における
活マダイ・活マアジの取引単価 CH23～H24の平均〉を用いた。

O水揚金額1,023千円の増加が男込まれる。

O輸送費840千円の増加が男込まれる。

0自家出荷による乗組員の意識向上、知名度の向上が期待される。
7 

｜効果 ｜



取組記号 L－③－④ 漁獲物の販売方法の改善

0従来の人員体制では、戦略的な出荷販売の取組には人手不足
漁獲物の出荷や販売先は、すべて地元仲買人任せとなり、
販路が固定化し、待ち〈守り〉の体制が常態化。

＝今魚価安に対応できない状況が続いていた。

O出荷販売の専属職員を配置する」とで、戦略的な取組に挑戦する。
01也冗仲買人とのタイアップにより、地産鮮魚類の販売促進を図る。
0販促用資材を制作し、自家出荷やスーパーとのタイアップ時に活用。

｜現状｜

既荏の仲買業者との連携強化
地元の仲買業者が消費地（鹿屋市〉で経営するスーパーと連携し、高山j魚協で入札した高鮮度の鮮

魚類を 「波見産」として売り出レ、高山漁協のアンテナショップとしてスーパーを活用する。

※鹿屋市のスーパー「新鮮組 えみや」にて試験的に開始

販売促進用の資材の制作

鮮魚、出荷用パウチ

高山漁協名と産地名（波男産〉を記載したパウチを
作成し、消費地市場ヘ出荷する高鮮度の鮮魚類に使用す
ることで、消費地市揚の仲買業者に対する高鮮度な波見
産鮮魚類の認知度の向上と高付加価値化を図る。

シ－）レ
高山漁協名と産地名（波見産〉を記載した販売促進 ／戸田ー－－.......

用のシールを作成し，漁協と連携して波男産鮮魚類の販 ｛波見産）
売促進を行うスーパーにて、鮮魚類のパックに貼り、消 '-- __,/ 
費者の波見産鮮魚類に苅する認知度向上を図る。 一一

豊漁旗

高山漁協の大漁旗を新たに作成し、漁協と連携して
波男産鮮魚類の販売促進を行うスーパーの鮮魚、コーナー
に飾り、消費者の波見産鮮魚類に対する認知度向上を図
る。

圃

※サンプル

※イメージ

※イメージ

0仲買業者との連携強化による販売力の向上が期待される。

O波見産鮮魚類に苅する認知度の向上が期待される。

24 



取組記号 E・L 改革型漁具と販売戦略の効果

見込まれる成果
現状（5中3平均） 改革後

（増加分〉 水揚額 水揚量 単価 単価 水揚額

出荷調整（2漁場、漁獲の100%を出荷調整〉

アジ (IJ＼・中〉 ¥ 28,426,732 138,463 kg ¥ 205 ¥ 300 ¥ 41,538,903 

自家出荷（2漁場、漁獲の50%を消費地市場ヘ出荷、残りの50%は現状の出荷〉

¥ 7,578,122 

タチウオ ¥ 6,064,102 37,204 kg ¥ 163 ¥ 1,097 〔大小の合計、
（この内8.7%が大銘柄〉 （大銘柄） 小銘柄は現状のまま、

大銘柄の50%を自家出荷〉

力マス ¥ 10,223,705 37,743 kg ¥ 271 ¥ 311 ¥ 10,980,930 

サワラ ¥ 6,177,688 14,161 kg ¥436 ¥464 ¥ 6,374,297 

7フオリイ力 ¥ 4,012,945 3,547 kg ¥ 1,131 ¥ 1,352 ¥ 4,403,997 

¥ 303 
ブリ ¥ 2,645,300 8,737 kg ¥ 303 （鹿屋市魚市場 ¥ 2,645,300 

の単価＝￥269) 

活魚、出荷（2漁場、漁獲の50%を宮崎市魚市場ヘ活魚出荷、残りの50%は現状の鮮魚、出荷〉

タイ ¥ 3,264,438 3,214 kg ¥ 1,016 ¥ 1,441 ¥ 3,947,199 
（活魚、及び鮮魚の合計〉

アジ（大〉 ¥ 971,377 1,359kg ¥ 715 ¥ 1,216 ¥ 1,311,758 
（活魚、及び鮮魚、の合計）

男込まれる成果 現状（5中3平均〉 改革後

（減少分〉 水揚額 水揚量 単価 水揚量 水揚額

大目化〈東風泊漁場のみ〉による小型魚の保護（漁獲量40%減少〉

カタクチイワシ ¥ 1,090,697 36,238 kg ¥ 30 
21,743 kg ¥ 654,418 

（ー14,495kρ (¥ -436,279) 

ウルメイワシ ¥ 634,854 14,826 kg ¥43 
8,895 kg ¥ 380,912 

(-5,931 kg) (¥ -253,942) 

コノシ口（小〉 ¥ 134,070 5,139 kg ¥26 
3,083 kg ¥ 80,442 

〈・2,056kg) (¥ -53,628) 

小型雑魚 ¥397,751 15,941 kg ¥25 
9,564 kg ¥ 238,650 

（・6,377kg) （￥・159,101)

小型タイ類の保護（2漁場、すべて放流〉

タイ (IJ1) ¥ 99,976 222 kg ¥451 
0 kg ¥0 

(-222 kg) (¥ -99,976) 

チダイ（小〉 ¥ 244,836 861 kg ¥ 284 
0 kg ¥0 

（・861kρ （￥・244,836)

その他 ¥ 44,989,369 323,557 kg ¥ 139 323,557 kg ¥ 44,989,369 

合計 ¥ 109,377,839 641,212 kg ¥ 170 
（改革後は￥204) 611,271 kg ¥ 125,124,296 
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取組記号 G・I 乗組員の安全性向上に向けた体制の構築

0毅命救急講習会を開催し、乗組員の安全性向上のための知識や技術を習得

させ、万が一の事故発生時にち迅速に救命活動等の対応ができる体制を構

築する。

0ライフジャケット・ヘルメット等の着用遵守により、乗組員の船上での事

故防止を図る。

0幹部乗組員の養成を目的とした研修機関ヘ派遣する。

0定置漁業の基礎から学習して適切な技術を習得、必要な資格ち取得させる。

元々別の業種から転職してきた乗組員が多く、

定置漁業の技術や操業の菩え万が未熟。

〉

高レベルの漁労技術を取得させ、

適切な漁労機器の取り扱い

漁労作業を行うことができる。

0）：魚、網メーカーの漁労技術指導者を招隠し、乗組員全員が新たに導入した技

術に苅応できるように育成する。

0若手乗組員には、県定置協会主催の講習会や漁網メーカーによる研修会を

受講させる。※漁労技術指導や講習会出席にかかる費用は漁協の研修費用とする。

漁網メー力ーによる漁労技術指導 漁網メー力ーによる研修会

定置網漁業
（基礎～応用〉

26 



取組記号 H・J 就業者確保、従業員の雇用と給与等改善

0現状は、完全歩合給制を採用しており、給与が水揚金額に左石さ

れるため不安定である。
｜現状｜

単位：千円

役職 人数 H20 H21 H22 H23 H24 給与平均額

船頭 4,082 3,972 3.27a 出 3,724 2,927 広 3，~96

側船頭 3,476 3,412 2,820 3,169 2,535 3,082 

書記 1 3,334 3,286. 2,5t'Q .2,832 .2,359 2.,864 

伝馬 5 2,950 2,900 2,292 2,597 2,055 2,559 

船長 明1 3,060 3,028 2'1-48 一2,709 2.2Z6 2,694 

その他 12 2,660 2,628 2,048 2,309 1,826 2,294 

0固定給制に移行することで，乗組員の生活安定を図るとともに、

魅力的な職場作りに取り組む。

単位．千円

0将来は、改革の進捗や水揚
金額の状況を加昧して、歩
合金の支給ち検討する。

0高齢乗組員から順次退職。

0県や国主催の漁業就業支援フェア等に出展し新規雇用を図る。

［人刻 平均年齢 平均年齢 平均年齢 平均年齢 平均年滋

55.1 54.1 51.7 52.1 50.6 
30' 

民
υ

ハ
U

広
J
U

ハ

〉

民

l
u
n〉

今

乙

門

／

』

4
1
4
1

H10年 H15年 H20年 H25年改革後

• 70代

・60代
• 50代

圃4011:

• 30代

・2011:
・10代

鹿児島県HP 27 



取組記号 M 地域活性化への取り組み

0毎月第4土曜日に東串良町で開催される鮮魚、市「志布志湾'5＼えん祭り」での

魚食普及活動や鮮魚販売を実施、この他、加工業者の協力のもと加工原料へ

の利用についての険討を図る。

（写真〉 志布志湾i5iえん祭り 〈東串良町）

0漁協市場において、定期的に朝市を開催し，獲れだて鮮魚の販売を実施する。

まだ，漁協所有の移動販売車を活用し， 「高山やぶさめ祭り」など地域と連

携したイベントで新たな鮮魚販売を企画する。

（写真〉 高山漁協所有移動販売車

01也元地域のJj＼・中学校を対象に漁業体験活動や魚、のさばき方教室などを企画

志布志市で

の取組事例

0地元の水産業への理解を深めてもらうとともに、魚のおいしさを認識しでも

らい、地元での魚の消費量増につなげる。
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資料1一③

鹿児島県定置地域プロジェクト

【概要集】



資料1 地域の定置網漁業における課題と改革の方向性

｜ 現状 ｜基幹産業である定置網漁業が負の連鎖に陥り、収空間恒迷している。
また、労働環境ち悪化。過疎化が進む当地域は、」のままでは、ますます衰退してしまう

生産・管理部門

［•汚れ樫く空口やすり
作業の遅れ主汚れが増える司管理作業に追われ、操業が後回しに・・・

×重労働化 ×操業が疎かに

×収益性が悪化

流通部門

流通・販売の体制が旧態依然

×魚、価安の対策ができない
×地域の衰退

高山地域プロジェクトの目指す方向性

課題 ｜ 取組項目 目的 効果

韮口
訂
以の

員

減

一
同
人
特

動労
ポ島町専守、

如

md化

ー抑
九率
三

の
効

童、物
め
－

醤
業
主

佐
保

・網部材が多い
重労働・長時間作業
経費・手間が掛かる

② 改革型漁異
'b' （漁網〉

保守管理の効率化
軽労働・経費節減 漁船

4隻減

経費

5,611千円減

・魚価安 ｜ ｜ 販路拡大 ｜ 水揚げ額
｜ 流通販売改革｜ ｜ 

人手不足・仲買い任せ ｜④ ｜ 競争力の強化 I 15,747千円増
｜ 地域との連携｜ ｛ ｜ 

販路固定化 ｜ ｜ 魚、価安比 ｜魚、価対策の准進

O操業最優先 O戦略的出荷 O魅力的な職場 O持続的な水産業



［資料2 改革計画の全体像 l

・墨田
0管理面における省力化

O大目化による資源管理

・園理・ 漁船の近代化により、網を守る作業の省力化が実現

O近代的漁労機器の拡充による省人 ・省力化

O作業甲板上の安全性向上

漁船の近代化 ・漁具管理の省力化により
販売に関わる労働力を創出し、戦略的出荷販売体制を確立

・璽置
戦略的出荷販売体制の確立

0多角的販売を目指す自家出荷

0気象、漁況に合わせた出荷販売

O活魚出荷

改革の効果

漁具の改良

→ 管理作業に関わる労働力（経費〉の削減

→ 金庫（蓄養生賓兼用〉網による、気象条件、

需給状況に左右されない生産活動

改革型漁船の導入

→ 作業環境の改善・省人省力化による経費の削減

戦略的出荷販売体制の構築

→ 漁具、漁船の省力化により創出されだ労働力を

活用しての販売体制強化

改革後 ．

・操業

・漁異管理

・販売

・操業

.；魚臭管理

・販売



［ 資料3 漁具の改革計画 ） 

東風j白漁場

昇り運動場 第一箱網 第二箱網

昇り運動場 箱網

・一段箱式の採用

二段箱式ーラ一段箱式

－金庫（蓄養生筆兼用）網の採用

気象、需給状況に合わせた出荷

．箱網の大目化

網成り改善と不合理漁獲の抑制

・箱網、金庫網の防藻加工

網替え作業の労働圧力削減

．シース加工ワイヤーの採用

付着生物を抑制

2漁場聞で金庫〈蓄養生責兼用〉網を共有化
本来、替え網を含め4張必要なものを3張に抑える

第二箱網第一箱網

動運的
J昇 第一箱網 第二箱網

・金庫（蓄養生筆兼用）網の採用
．金庫網の防藻加工

改革の効果

網型の変更、付着生物に強い素材の採用により、生産能力を維持するために必要な

保守管理作業（網を守る）の人的な労働負荷を削減。

金庫（蓄量生貨兼用〉網の2漁場聞での共有化により、設備投資費の削減を図る



漁船の改革計画資料4

全幅5.80m全長25.00m19トン型全幅5.50m全長23.98m型ン人
I9

 E
 

｜輩~rnIDITI
パルパスパウ
サイドスラスター
マリントイレ
フラットデッキ
活魚鱒

．．．．． 

船体中央クレーン
船首クレーン
ネットホーラー
ツインキャプスタン
NHVプロペラ

．．．．． 

船体中央クレーン
シングルキャプスタン
デレッキ
魚鎗

作業

綱替え作業

作業ごとの課題とその苅策

課題

手作業がi多く長時間化

r.1crによる漁具劣化重労働漁具管理

重蛍包5時間作業側掃除

ツイYキャr"J..~1 ・船首クレ－＇）＝今安全性・作業性綱起こし

船体動揺

機器を増設できない

損傷を防ぐ対策がない

安全性

活漁鱒が無V¥

I頁目 課題

設備上の課題とその対策

造波括抗船型

器

ラ
機
一
ペ

庄
一
口

油
一
プ

作業性

冶却性L"/jJ~悪川
作業性・安全性が悪い

労働環境が悪c,·~ 

推進装置

魚鎗

デッキ

衛生設備

改革の効果

近代的な漁労機器の拡充により、危険な手作業に頼っていた漁踏作業を機械化、効率
化。これにより、乗組員の労働負荷を削減すると共に、省人・省力化を実現。

船団全体で乗組員を4名削減

4名のうち3名は出荷販売専属の嘱託職員として再雇用。

． 



｛資料5 出荷販売の改革計画 ｝

｜現状 ｜0販路固定化
。如何なる漁獲状況でも、全量を水揚げ→戦略的に売れず魚価安
0従業員は、漁具の管理作業に追われ、新たな取組には手が出せない。

地冗仲買人 』『 小売店

（食用魚、の
100%) 

門？漁場 同 漁獲 ｜ ｜を揚水 漁協

地元養殖業者 消費地市場
（未利用魚の
100%) 

．． I• 

0戦略的な出荷体制の構築のため3名の嘱託職員を配置し、
漁協組合長の陣頭指揮のちと流通販売の取り組みを開始する。

①金庫網を活用した出荷量の調整司魚価の底上げ
②日々の相場を注視しながら、

より魚価の高い近隣の消費I也市場ヘ自家出荷する。
③地域の養殖業者と連携した活魚の取り扱いを開始する。
④漁獲物の品質向上や衛生対策と販売促進
⑤未利用魚の有効活用

ー一 既君子の流通経路

ー ー 新規の流通経路
出荷

調整
（定

漁獲 量出

量： 荷〉

大漁

｜「
量： を水
普通 揚

活魚出荷

地元
仲買人

自家出荷

（主要5魚種の
50%) 

地元養殖業者

（未利用魚、の
100%) 

宮崎市魚市場

小売店

消費地市場
（自家出荷は鹿

屋市魚市場〉

． 

消費

者

※出荷・販売体制の総責任者は漁協組合長、漁協会計主任を出荷・販売の責任者、船頭を水揚げ ・漁獲物管理の責任者とする。
漁獲や相場の状況を注視しながら、漁協（組合長・会計主任）が出荷量などを決定、船頭に指示→水揚げを行う。
漁協の指示のもと嘱託職員が鮮魚は箱詰めし発送、活魚は地元葺殖業者の活魚車への搬入する。

｜効果 ｜0魚価の向上・安定

O自家出荷による乗組員の意識向上、知名度の向上


